
(57)【要約】

【課題】　インクジェット装置において、簡単な構成で

インクジェットヘッド内の気泡を除去し、インクの不吐

出の発生を確実に抑える。

【解決手段】　インクジェット装置１は、インクタンク

３とノズル９からインクを吐出させるインクジェットヘ

ッド２の内部とを連通するインク流入路７ａ～７ｄと、

インクジェットヘッド２の内部とインク流入路７ａ～７

ｄとを連通するインク流出路８ａ，８ｂとにフィルタＦ

を設けることで構成されている。これにより、インクが

インクジェットヘッド２の内部を通過して、その内部に

存在する気泡はインクと共に外部に移動し、さらに、繰

り返しインクから異物が除去されるので、簡単な構成で

インクジェットヘッド内の気泡を除去し、インクの不吐

出の発生を確実に抑えることができる。

【選択図】　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 イ ン ク を 収 容 す る イ ン ク 収 容 部 と 、
　 イ ン ク を 内 部 に 収 容 し 、 そ の 内 部 に 連 通 す る ノ ズ ル か ら イ ン ク を イ ン ク 滴 と し て 吐 出 さ
せ る イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド と 、
　 前 記 イ ン ク 収 容 部 と 前 記 イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド の 内 部 と を 連 通 し 、 前 記 イ ン ク 収 容 部 か
ら 前 記 イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド の 内 部 に イ ン ク を 流 入 さ せ る た め の イ ン ク 流 入 路 と 、
　 前 記 イ ン ク 収 容 部 か ら 前 記 イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド の 内 部 に 前 記 イ ン ク 流 入 路 を 介 し て イ
ン ク を 流 入 さ せ る 流 入 駆 動 部 と 、
　 前 記 イ ン ク 流 入 路 中 に 設 け ら れ 、 イ ン ク を 濾 過 す る 流 入 フ ィ ル タ と 、
　 前 記 イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド の 内 部 と 前 記 イ ン ク 流 入 路 と を 連 通 し 、 前 記 イ ン ク ジ ェ ッ ト
ヘ ッ ド の 外 部 に イ ン ク を 流 出 さ せ る た め の イ ン ク 流 出 路 と 、
　 前 記 イ ン ク 流 出 路 中 に 設 け ら れ 、 イ ン ク を 濾 過 す る 流 出 フ ィ ル タ と 、
を 備 え る イ ン ク ジ ェ ッ ト 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 イ ン ク 流 出 路 は 前 記 流 入 フ ィ ル タ よ り 上 流 側 で 前 記 イ ン ク 流 入 路 に 連 通 し て い る 、
請 求 項 １ 記 載 の イ ン ク ジ ェ ッ ト 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 イ ン ク 流 出 路 は 前 記 イ ン ク 収 容 部 に 接 続 さ れ て い る 、
請 求 項 ２ 記 載 の イ ン ク ジ ェ ッ ト 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 イ ン ク 流 入 路 と し て 機 能 す る イ ン ク 流 通 室 と 前 記 イ ン ク 流 出 路 と し て 機 能 す る イ ン
ク 流 通 室 と を 内 蔵 す る フ ィ ル タ 部 を 備 え 、
　 前 記 流 入 フ ィ ル タ は 、 前 記 イ ン ク 流 入 路 と し て 機 能 す る イ ン ク 流 通 室 に 設 け ら れ て お り
、
　 前 記 流 出 フ ィ ル タ は 、 前 記 イ ン ク 流 出 路 と し て 機 能 す る イ ン ク 流 通 室 に 設 け ら れ て い る
、 請 求 項 １ 、 ２ 又 は ３ 記 載 の イ ン ク ジ ェ ッ ト 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 イ ン ク 流 入 路 と し て 機 能 す る イ ン ク 流 通 室 と こ の イ ン ク 流 通 室 に 連 通 し て 前 記 イ ン
ク 流 出 路 と し て 機 能 す る イ ン ク 流 通 室 と を 内 蔵 す る フ ィ ル タ 部 を 備 え 、
　 前 記 流 入 フ ィ ル タ は 、 前 記 イ ン ク 流 入 路 と し て 機 能 す る イ ン ク 流 通 室 に 設 け ら れ て お り
、
　 前 記 流 出 フ ィ ル タ は 、 前 記 イ ン ク 流 出 路 と し て 機 能 す る イ ン ク 流 通 室 に 設 け ら れ て い る
、
請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の イ ン ク ジ ェ ッ ト 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 フ ィ ル タ 部 は 、 前 記 流 出 フ ィ ル タ を 通 過 し た 気 泡 を 貯 め る 気 泡 室 を 内 蔵 し て い る 、
請 求 項 ５ 記 載 の イ ン ク ジ ェ ッ ト 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 流 入 フ ィ ル タ は 複 数 の 貫 通 孔 を 有 す る フ ィ ル タ で あ り 、
　 前 記 流 出 フ ィ ル タ も 複 数 の 貫 通 孔 を 有 す る フ ィ ル タ で あ る 、
請 求 項 １ な い し ６ の い ず れ か 一 記 載 の イ ン ク ジ ェ ッ ト 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 流 入 フ ィ ル タ の 貫 通 孔 は 、 前 記 流 出 フ ィ ル タ の 貫 通 孔 よ り も 小 さ く 形 成 さ れ て お り
、
　 前 記 流 入 フ ィ ル タ は 、 前 記 流 出 フ ィ ル タ よ り 開 口 率 が 高 い フ ィ ル タ で あ る 、
請 求 項 ７ 記 載 の イ ン ク ジ ェ ッ ト 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 流 入 フ ィ ル タ と 前 記 流 出 フ ィ ル タ と は 、 前 記 イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド の 上 方 に 位 置 付
け ら れ て い る 、

10

20

30

40

50

(2) JP 2005-144954 A 2005.6.9



請 求 項 １ な い し ８ の い ず れ か 一 記 載 の イ ン ク ジ ェ ッ ト 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 流 入 フ ィ ル タ と 前 記 流 出 フ ィ ル タ と は 一 体 に 形 成 さ れ て い る 、
請 求 項 １ な い し ９ の い ず れ か 一 記 載 の イ ン ク ジ ェ ッ ト 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 流 出 フ ィ ル タ は 水 平 面 に 対 し 傾 け て 設 け ら れ て い る 、
請 求 項 １ な い し １ ０ の い ず れ か 一 記 載 の イ ン ク ジ ェ ッ ト 装 置 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 イ ン ク を イ ン ク 滴 と し て 吐 出 さ せ る イ ン ク ジ ェ ッ ト 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 イ ン ク ジ ェ ッ ト プ リ ン タ な ど の イ ン ク ジ ェ ッ ト 装 置 は 、 イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド 内
の イ ン ク を ノ ズ ル か ら イ ン ク 滴 と し て 吐 出 さ せ 、 記 録 媒 体 に イ ン ク 滴 を 付 着 さ せ る こ と で
画 像 形 成 を 行 う 装 置 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の よ う な イ ン ク ジ ェ ッ ト 装 置 で は 、 イ ン ク タ ン ク な ど か ら イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド に イ
ン ク 流 路 を 介 し て イ ン ク が 供 給 さ れ る 。 こ の イ ン ク に 異 物 が 混 入 し て い る と 、 イ ン ク ジ ェ
ッ ト ヘ ッ ド の ノ ズ ル に 目 詰 ま り が 生 じ 、 イ ン ク の 不 吐 出 が 発 生 し て し ま う 。 そ こ で 、 イ ン
ク 流 路 中 に 異 物 除 去 用 の フ ィ ル タ を 設 け る こ と で 、 異 物 が イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド 内 に イ ン
ク と 共 に 侵 入 す る こ と が 防 止 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 一 方 、 イ ン ク タ ン ク と し て は 、 着 脱 可 能 な イ ン ク カ ー ト リ ッ ジ な ど が 用 い ら れ て い る 。
こ の イ ン ク カ ー ト リ ッ ジ の 交 換 時 に イ ン ク ジ ェ ッ ト 装 置 か ら イ ン ク カ ー ト リ ッ ジ を 取 り 外
す と 、 イ ン ク 流 路 が 大 気 開 放 状 態 に な り 、 気 泡 が イ ン ク 流 路 に 侵 入 し て し ま う こ と が あ る
。 そ の 状 態 で 、 イ ン ク カ ー ト リ ッ ジ か ら イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド に イ ン ク が 供 給 さ れ る と 、
気 泡 は イ ン ク と 共 に イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド 側 に 移 動 し て い く 。 こ の 気 泡 は 、 フ ィ ル タ に よ
り 捕 捉 さ れ そ こ に 滞 留 し た り 、 フ ィ ル タ を 通 過 し て イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド 内 に 侵 入 し た り
す る こ と が あ る 。 そ し て 、 フ ィ ル タ に 滞 留 し た 気 泡 に よ っ て イ ン ク 供 給 が 不 安 定 に な り 、
さ ら に 、 イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド 内 に 侵 入 し た 気 泡 に よ っ て イ ン ク の 不 吐 出 が 発 生 す る 。 こ
れ は 、 記 録 媒 体 へ の 印 字 不 良 の 要 因 に な り 問 題 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の 問 題 を 解 決 す る 方 法 と し て は 、 イ ン ク タ ン ク か ら イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド ま で 連 通 す
る イ ン ク 流 路 中 に バ ッ フ ァ タ ン ク を 設 け る こ と で 、 イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド 内 に 気 泡 が 侵 入
す る こ と を 防 止 す る 方 法 が 提 案 さ れ て い る （ 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 フ ィ ル タ に 連 通 す る イ ン ク 流 路 を フ ィ ル タ に 向 か っ て 広 が る よ う に 形 成 す る こ と
で 、 イ ン ク 流 路 中 の フ ィ ル タ に 捕 捉 さ れ そ こ に 滞 留 し た 気 泡 を 自 動 的 に 排 除 す る 方 法 が 提
案 さ れ て い る （ 特 許 文 献 ２ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド の ノ ズ ル を 吸 引 す る ２ 回 の 吸 引 動 作 の 間 に イ ン ク を 空 吐 出
さ せ る こ と で 、 イ ン ク 流 路 に 残 留 す る 気 泡 を 除 去 す る 方 法 が 提 案 さ れ て い る （ 特 許 文 献 ３
参 照 ） 。 す な わ ち 、 イ ン ク の 空 吐 出 に よ っ て イ ン ク 流 路 に 張 り 付 き 留 ま っ て い る 気 泡 が 移
動 可 能 に さ れ 、 そ の 気 泡 が 吸 引 動 作 に よ っ て 除 去 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － １ ９ ８ １ １ 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － １ ７ １ １ ４ ２ 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － １ ０ ５ ６ ２ ９ 公 報
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【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 し か し な が ら 、 特 許 文 献 １ 及 び 特 許 文 献 ２ で は 、 フ ィ ル タ に よ っ て イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ
ド へ の 気 泡 の 侵 入 を 防 止 し て い る た め 、 一 旦 気 泡 が イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド に 侵 入 し て し ま
う と 、 そ の 気 泡 を 除 去 す る こ と は 困 難 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド 内 へ の 気 泡 の 侵 入 は 、 イ ン ク カ ー ト リ ッ ジ の 交 換 時 に 気 泡
が イ ン ク 流 路 に 侵 入 す る こ と だ け に よ っ て 発 生 す る も の で は な い 。 す な わ ち 、 イ ン ク ジ ェ
ッ ト ヘ ッ ド の ノ ズ ル 付 近 で は 、 温 度 や 気 圧 の 変 化 に よ る ノ ズ ル か ら の 空 気 の 引 き 込 み や イ
ン ク に 溶 存 し て い る 気 体 な ど に よ っ て 、 気 泡 が 発 生 し て イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド 内 に 侵 入 す
る こ と が あ る 。 し た が っ て 、 特 許 文 献 １ 及 び 特 許 文 献 ２ で は 、 そ の よ う な 気 泡 を 除 去 す る
こ と は 困 難 で あ る 。 な お 、 特 許 文 献 ３ で は 、 イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド 内 に 侵 入 し た 気 泡 を 除
去 す る こ と は 可 能 で あ る が 、 吸 引 動 作 を 実 行 す る た め の 吸 引 機 構 な ど が 必 要 に な る た め 、
装 置 が 大 き く な る 傾 向 に あ り 、 そ の 制 御 も 複 雑 に な り 、 加 え て 、 コ ス ト も 高 く な っ て し ま
う 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 簡 単 な 構 成 で イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド 内 の 気 泡 を 除 去 し 、 イ ン ク の 不 吐
出 の 発 生 を 確 実 に 抑 え る こ と が で き る イ ン ク ジ ェ ッ ト 装 置 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の イ ン ク ジ ェ ッ ト 装 置 は 、 イ ン ク を 収 容 す る イ ン ク 収 容 部 と ノ ズ ル か ら イ ン ク を
イ ン ク 滴 と し て 吐 出 さ せ る イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド の 内 部 と を 連 通 す る イ ン ク 流 入 路 と 、 イ
ン ク 収 容 部 か ら イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド の 内 部 に イ ン ク 流 入 路 を 介 し て イ ン ク を 流 入 さ せ る
流 入 駆 動 部 と 、 イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド の 内 部 と イ ン ク 流 入 路 と を 連 通 す る イ ン ク 流 出 路 と
、 イ ン ク 流 入 路 と イ ン ク 流 出 路 と に フ ィ ル タ を 設 け る こ と で 構 成 さ れ て お り 、 流 入 駆 動 部
の 駆 動 に よ っ て イ ン ク を イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド の 内 部 を 通 過 さ せ 、 繰 り 返 し イ ン ク か ら 異
物 を 除 去 す る よ う に し た 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 簡 単 な 構 成 で イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド 内 の 気 泡 を 除 去 し 、 イ ン ク の 不 吐
出 の 発 生 を 確 実 に 抑 え る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 の 第 一 の 実 施 の 形 態 を 図 １ な い し 図 ４ に 基 づ い て 説 明 す る 。 図 １ は 本 実 施 の 形 態
の イ ン ク ジ ェ ッ ト 装 置 に お け る イ ン ク 流 路 を 概 略 的 に 示 す 説 明 図 、 図 ２ は フ ィ ル タ 部 の 内
部 構 造 を 概 略 的 に 示 す 縦 断 側 面 図 、 図 ３ は フ ィ ル タ を 概 略 的 に 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 イ ン ク ジ ェ ッ ト 装 置 １ は 、 イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド ２ 、 イ ン ク タ ン ク ３ 、 送 液 ポ ン プ ４ 、
イ ン ク 貯 留 部 ５ 、 そ し て 、 フ ィ ル タ 部 ６ な ど か ら 構 成 さ れ て い る 。 こ れ ら は イ ン ク パ イ プ
７ ａ ， ７ ｂ ， ７ ｃ ， ７ ｄ （ 以 下 、 ７ ａ ～ ７ ｄ と す る ） に よ り 接 続 さ れ て お り 、 さ ら に 、 イ
ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド ２ と イ ン ク タ ン ク ３ と は 、 フ ィ ル タ 部 ６ を 介 し て イ ン ク パ イ プ ８ ａ ，
８ ｂ に よ り 接 続 さ れ て い る 。 こ こ で 、 イ ン ク パ イ プ ７ ａ ～ ７ ｄ 及 び イ ン ク 貯 留 部 ５ は 、 イ
ン ク タ ン ク ３ か ら イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド ２ に 流 入 す る イ ン ク が 流 れ る イ ン ク 流 入 路 と し て
機 能 し 、 イ ン ク パ イ プ ８ ａ ， ８ ｂ は 、 イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド ２ か ら 流 出 し た イ ン ク が 流 れ
る イ ン ク 流 出 路 と し て 機 能 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 イ ン ク タ ン ク ３ は 、 イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド ２ に 供 給 さ れ る イ ン ク を 収 容 す る イ ン ク 収 容
部 で あ る 。 ま た 、 送 液 ポ ン プ ４ は 、 イ ン ク タ ン ク ３ か ら イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド ２ の 内 部 に
イ ン ク パ イ プ ７ ａ ～ ７ ｄ 、 イ ン ク 貯 留 部 ５ 及 び フ ィ ル タ 部 ６ を 介 し て イ ン ク を 流 入 さ せ る

10

20

30

40

50

(4) JP 2005-144954 A 2005.6.9



流 入 駆 動 部 で あ る 。 す な わ ち 、 イ ン ク タ ン ク ３ 内 の イ ン ク は 、 送 液 ポ ン プ ４ の 駆 動 に よ っ
て イ ン ク パ イ プ ７ ａ ～ ７ ｄ 、 イ ン ク 貯 留 部 ５ 及 び フ ィ ル タ 部 ６ を 介 し て イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ
ッ ド ２ に 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド ２ は 、 イ ン ク タ ン ク ３ か ら 供 給 さ れ た イ ン ク を 内 部 に 収 容 し 、 内
部 に 連 通 す る 複 数 の ノ ズ ル ９ か ら イ ン ク を イ ン ク 滴 と し て 吐 出 さ せ よ う に 構 成 さ れ て い る
。 こ こ で 、 イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド ２ に は 、 イ ン ク パ イ プ ７ ｄ に 接 続 さ れ イ ン ク が 流 入 す る
イ ン ク 流 入 口 １ ０ と イ ン ク パ イ プ ８ ａ に 接 続 さ れ イ ン ク 流 入 口 １ ０ か ら 流 入 し た イ ン ク が
イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド ２ 内 を 通 過 し て 流 出 す る イ ン ク 流 出 口 １ １ と が 設 け ら れ て い る 。 こ
れ に よ り 、 フ ィ ル タ 部 ６ を 通 過 し た イ ン ク は 、 イ ン ク パ イ プ ７ ｄ を 通 り イ ン ク 流 入 口 １ ０
か ら イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド ２ 内 に 流 入 し 、 イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド ２ 内 を 通 過 し て イ ン ク 流
出 口 １ １ か ら 流 出 す る 。 な お 、 イ ン ク 流 入 口 １ ０ 及 び イ ン ク 流 出 口 １ １ は イ ン ク ジ ェ ッ ト
ヘ ッ ド ２ の 上 部 に 位 置 付 け ら れ 、 イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド ２ の 両 端 側 に 寄 せ て 設 け ら れ て い
る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ こ で 、 本 実 施 の 形 態 に お い て は 、 圧 電 素 子 （ 例 え ば ピ エ ゾ 素 子 ） を 利 用 す る 圧 電 方 式
の イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド ２ が 用 い ら れ て い る が 、 こ れ に 限 る も の で は な く 、 例 え ば 、 発 熱
体 を 利 用 す る サ ー マ ル イ ン ク ジ ェ ッ ト 方 式 の イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド が 用 い ら れ て も 良 い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 イ ン ク 貯 留 部 ５ は 、 送 液 ポ ン プ ４ に よ り 供 給 さ れ た イ ン ク を 一 時 貯 留 す る 部 分 で あ る 。
こ の イ ン ク 貯 留 部 ５ に は 、 そ の 内 部 と 外 部 と を 連 通 す る 外 気 パ イ プ １ ２ が 設 け ら れ 、 外 気
パ イ プ １ ２ に は 、 そ の 内 部 と 外 部 と の 連 通 状 態 を 切 り 替 え る 切 替 弁 １ ３ が 設 け ら れ て い る
。 こ こ で 、 切 替 弁 １ ３ の 駆 動 に よ っ て 、 イ ン ク 貯 留 部 ５ の 内 部 と そ の 外 部 と が 連 通 し て い
る 状 態 、 す な わ ち 大 気 開 放 状 態 と 、 イ ン ク 貯 留 部 ５ の 内 部 と そ の 外 部 と が 連 通 し て い な い
状 態 、 す な わ ち 非 大 気 開 放 状 態 と が 切 り 替 え ら れ る 。 そ し て 、 イ ン ク 貯 留 部 ５ は 、 切 替 弁
１ ３ の 駆 動 に よ り 大 気 開 放 状 態 で 、 内 部 に 貯 留 し た イ ン ク の 液 面 と イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド
２ の ノ ズ ル ９ と の 水 頭 差 “ ｈ ” を 利 用 す る こ と で ノ ズ ル ９ 内 の イ ン ク に 負 圧 を 作 用 さ せ る
部 分 で あ る 。 こ の 負 圧 の 作 用 に よ り 、 ノ ズ ル ９ か ら の イ ン ク の 漏 れ 出 し が 防 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 フ ィ ル タ 部 ６ は 、 イ ン ク を 濾 過 す る フ ィ ル タ Ｆ を 収 容 し て お り （ 図 ２ 参 照 ） 、 こ の フ ィ
ル タ Ｆ に よ っ て 、 内 部 を 通 過 す る イ ン ク か ら 所 定 の 大 き さ の 粒 子 を 取 り 除 く 。 フ ィ ル タ Ｆ
は 、 例 え ば 、 流 入 フ ィ ル タ Ｆ ａ と 流 出 フ ィ ル タ Ｆ ｂ と か ら 構 成 さ れ て お り 、 こ れ ら を 一 体
に し て 形 成 さ れ て い る （ 図 ３ 参 照 ） 。 な お 、 こ こ で は 、 フ ィ ル タ Ｆ は 水 平 に 設 け ら れ て い
る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 流 入 フ ィ ル タ Ｆ ａ は 、 所 定 の 孔 径 を 有 す る 複 数 の 貫 通 孔 Ｋ １ か ら な る 領 域 で 構 成 さ れ て
お り 、 流 出 フ ィ ル タ Ｆ ｂ は 、 貫 通 孔 Ｋ １ よ り 大 き い 所 定 の 孔 径 を 有 す る 複 数 の 貫 通 孔 Ｋ ２
か ら な る 領 域 で 構 成 さ れ て い る 。 す な わ ち 、 流 出 フ ィ ル タ Ｆ ｂ の 貫 通 孔 Ｋ ２ は 、 流 入 フ ィ
ル タ Ｆ ａ の 貫 通 孔 Ｋ １ よ り 大 き く 形 成 さ れ て い る 。 こ の 貫 通 孔 Ｋ ２ の 孔 径 は 、 気 泡 が 通 過
し や す い 大 き さ に 設 定 さ れ て い る 。 ま た 、 流 入 フ ィ ル タ Ｆ ａ の 開 口 率 は 、 流 出 フ ィ ル タ Ｆ
ｂ の 開 口 率 よ り 高 く 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 こ こ で 、 フ ィ ル タ Ｆ の 開 口 率 や 貫 通 孔 Ｋ １ ， Ｋ ２ の 孔 径 な ど を 変 更 す る こ と で 、 フ ィ ル
タ Ｆ で の イ ン ク 通 過 に 対 す る 抵 抗 差 が 調 整 さ れ る 。 こ れ は 、 孔 径 の 差 に よ る 表 面 張 力 の 差
や 開 口 率 差 に よ る フ ィ ル タ 表 面 の 濡 れ 性 差 な ど が 抵 抗 差 に 影 響 す る た め で あ る 。 な お 、 フ
ィ ル タ Ｆ の 外 形 は 長 方 形 状 に 形 成 さ れ て い る が 、 こ れ に 限 る も の で は な く 、 例 え ば 円 状 に
形 成 さ れ て い て も 良 い 。 ま た 、 フ ィ ル タ 部 ４ ０ の 内 壁 は 、 フ ィ ル タ Ｆ の 形 状 に 合 わ せ て 形
成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 フ ィ ル タ 部 ６ に は 、 フ ィ ル タ Ｆ を 流 入 フ ィ ル タ Ｆ ａ と 流 出 フ ィ ル タ Ｆ ｂ と で 二 分 す る よ
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う に 二 つ の イ ン ク 流 通 室 ６ ａ ， ６ ｂ が 設 け ら れ て い る 。 イ ン ク 流 通 室 ６ ａ に は 、 イ ン ク パ
イ プ ７ ｃ に 接 続 さ れ 送 液 ポ ン プ ４ に よ り 供 給 さ れ た イ ン ク が 流 入 す る 流 入 開 口 部 １ ４ と イ
ン ク パ イ プ ７ ｄ に 接 続 さ れ 流 入 フ ィ ル タ Ｆ ａ を 通 過 し た イ ン ク が 流 出 す る 流 出 開 口 部 １ ５
と が 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 イ ン ク 流 通 室 ６ ｂ に は 、 イ ン ク パ イ プ ８ ａ に 接 続 さ れ イ ン ク
ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド ２ か ら 流 出 し た イ ン ク が 流 入 す る 流 入 開 口 部 １ ６ と イ ン ク パ イ プ ８ ｂ に 接
続 さ れ 流 出 フ ィ ル タ Ｆ ｂ を 通 過 し た イ ン ク が 流 出 す る 流 出 開 口 部 １ ７ と が 設 け ら れ て い る
。 な お 、 イ ン ク 流 通 室 ６ ａ は イ ン ク 流 入 路 と し て 機 能 し 、 イ ン ク 流 通 室 ６ ｂ は イ ン ク 流 出
路 と し て 機 能 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ こ で 、 流 入 開 口 部 １ ４ か ら 流 入 し た イ ン ク は 、 流 入 フ ィ ル タ Ｆ ａ を 通 過 し て 流 出 開 口
部 １ ５ か ら 流 出 す る 。 同 様 に 、 流 入 開 口 部 １ ６ か ら 流 入 し た イ ン ク は 、 流 出 フ ィ ル タ Ｆ ｂ
を 通 過 し て 流 出 開 口 部 １ ７ か ら 流 出 す る 。 こ れ に よ り 、 イ ン ク は 、 流 入 フ ィ ル タ Ｆ ａ 及 び
流 出 フ ィ ル タ Ｆ ｂ に よ っ て 濾 過 さ れ 、 ノ ズ ル ９ の 目 詰 ま り の 原 因 と な る ゴ ミ や イ ン ク ジ ェ
ッ ト ヘ ッ ド ２ 内 で 発 生 す る 気 泡 の 核 と な る 微 小 な 粒 子 な ど が 確 実 に 取 り 除 か れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ４ は イ ン ク ジ ェ ッ ト 装 置 １ が 備 え る 各 部 の 電 気 的 接 続 を 概 略 的 に 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ
る 。 イ ン ク ジ ェ ッ ト 装 置 １ は 、 コ ン ト ロ ー ラ ２ ０ を 内 蔵 し て い る 。 コ ン ト ロ ー ラ ２ ０ は 、
各 部 を 集 中 的 に 制 御 す る Ｃ Ｐ Ｕ （ Central Processing Unit） ２ １ 、 Ｃ Ｐ Ｕ ２ １ が 実 行 す
る 各 種 プ ロ グ ラ ム 等 を 格 納 す る Ｒ Ｏ Ｍ （ Read Only Memory） ２ ２ 、 Ｃ Ｐ Ｕ ２ １ の ワ ー ク エ
リ ア と し て 機 能 す る Ｒ Ａ Ｍ （ Random Access Memory） ２ ３ 等 を バ ス ラ イ ン ２ ４ で 接 続 す る
こ と に よ っ て 構 成 さ れ て い る 。 ま た 、 Ｃ Ｐ Ｕ ２ １ に は 、 イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド 制 御 回 路 ２
５ を 介 し て イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド ２ が 接 続 さ れ て お り 、 ポ ン プ 制 御 回 路 ２ ６ を 介 し て 送 液
ポ ン プ ４ が 接 続 さ れ て お り 、 切 替 弁 制 御 回 路 ２ ７ を 介 し て 切 替 弁 １ ３ が 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 こ の よ う な 構 成 に お い て 、 イ ン ク ジ ェ ッ ト 装 置 １ が イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド ２ の 内 部 に イ
ン ク タ ン ク ３ か ら イ ン ク を 充 填 す る 際 の 動 作 に つ い て 説 明 す る 。 ま ず 、 イ ン ク ジ ェ ッ ト 装
置 １ は 、 切 替 弁 １ ３ を 駆 動 制 御 す る こ と に よ っ て イ ン ク 貯 留 部 ５ を 非 大 気 開 放 状 態 に す る
。 次 に 、 例 え ば 、 初 期 充 填 動 作 で は 、 送 液 ポ ン プ ４ を 駆 動 制 御 す る こ と で 、 イ ン ク ジ ェ ッ
ト ヘ ッ ド ２ の 内 部 の 角 形 状 付 近 に 空 気 溜 ま り を 形 成 し な い よ う に 、 ま た 、 濡 れ 性 が 均 一 に
な る よ う に 低 速 で ゆ っ く り イ ン ク を 流 す 。 所 定 時 間 後 、 例 え ば イ ン ク が イ ン ク 流 路 を 一 巡
し た 後 、 イ ン ク 循 環 動 作 で は 、 送 液 ポ ン プ ４ を 駆 動 制 御 す る こ と で 、 高 速 で イ ン ク を 流 し
、 イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド ２ の 内 部 に 残 留 し た 気 泡 を 押 し 出 す 。 こ こ で 、 送 液 ポ ン プ ４ は 、
イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド ２ の ノ ズ ル ９ か ら イ ン ク が 漏 れ 出 さ な い よ う に 駆 動 制 御 さ れ て い る
。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 こ の と き 、 イ ン ク タ ン ク ３ 内 の イ ン ク は 、 送 液 ポ ン プ ４ の 駆 動 に よ り イ ン ク パ イ プ ７ ａ
～ ７ ｄ 、 イ ン ク 貯 留 部 ５ 及 び フ ィ ル タ 部 ６ を 通 り 、 イ ン ク 流 入 口 １ ０ か ら イ ン ク ジ ェ ッ ト
ヘ ッ ド ２ の 内 部 に 流 入 す る 。 こ こ で 、 イ ン ク は フ ィ ル タ 部 ６ の イ ン ク 流 通 室 ６ ａ を 通 過 す
る こ と で 流 入 フ ィ ル タ Ｆ ａ に よ り 濾 過 さ れ 、 イ ン ク か ら 異 物 が 取 り 除 か れ る 。 イ ン ク ジ ェ
ッ ト ヘ ッ ド ２ の 内 部 に 流 入 し た イ ン ク は 、 イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド ２ の 内 部 を 通 過 し て イ ン
ク 流 出 口 １ １ か ら 流 出 し 、 イ ン ク パ イ プ ８ ａ 、 ８ ｂ 及 び フ ィ ル タ 部 ６ を 通 り 、 イ ン ク タ ン
ク ３ に 流 入 す る 。 こ こ で 、 イ ン ク は フ ィ ル タ 部 ６ の イ ン ク 流 通 室 ６ ｂ を 通 過 す る こ と で 流
出 フ ィ ル タ Ｆ ｂ に よ り 濾 過 さ れ 、 イ ン ク か ら 異 物 が 取 り 除 か れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 そ の 後 、 イ ン ク タ ン ク ３ 内 の イ ン ク は 、 再 び 、 イ ン ク パ イ プ ７ ａ ～ ７ ｄ 、 イ ン ク 貯 留 部
５ 及 び フ ィ ル タ 部 ６ を 通 り 、 イ ン ク 流 入 口 １ ０ か ら イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド ２ の 内 部 に 流 入
す る 。 こ れ に よ り 、 イ ン ク タ ン ク ３ か ら 供 給 さ れ る イ ン ク は 、 イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド ２ の
内 部 を 含 む イ ン ク 流 路 を 循 環 す る こ と に な る 。 な お 、 イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド ２ の 内 部 に 流
入 し た イ ン ク は 、 イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド ２ の 内 部 を ほ ぼ 端 か ら 端 ま で 流 れ る よ う に 通 過 す
る 。
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【 ０ ０ ２ ９ 】
　 こ の よ う に イ ン ク が イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド ２ の 内 部 を 流 れ て 通 過 す る た め 、 イ ン ク ジ ェ
ッ ト ヘ ッ ド ２ の 内 部 に 存 在 す る 気 泡 は イ ン ク と 共 に そ の 外 部 に 移 動 す る の で 、 簡 単 な 構 成
で イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド ２ の 内 部 に 存 在 す る 気 泡 を 除 去 し 、 イ ン ク の 不 吐 出 の 発 生 を 確 実
に 抑 え る こ と が で き る 。 さ ら に 、 イ ン ク を 循 環 さ せ て 使 用 す る こ と に よ っ て 、 イ ン ク 消 費
を 抑 え 、 低 コ ス ト を 実 現 す る こ と が で き る 。 ま た 、 イ ン ク を 濾 過 す る 流 入 フ ィ ル タ Ｆ ａ を
イ ン ク パ イ プ ７ ｃ ， ７ ｄ 中 に 設 け 、 イ ン ク を 濾 過 す る 流 出 フ ィ ル タ Ｆ ｂ を イ ン ク パ イ プ ８
ａ ， ８ ｂ 中 に 設 け る こ と に よ っ て 、 イ ン ク パ イ プ ７ ａ ～ ７ ｄ ， ８ ａ ， ８ ｂ を 流 れ る イ ン ク
が 繰 り 返 し 濾 過 さ れ 、 よ り 確 実 に イ ン ク か ら 異 物 を 除 去 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 な お 、 本 実 施 の 形 態 に お い て は 、 イ ン ク 流 出 路 で あ る イ ン ク パ イ プ ８ ａ ， ８ ｂ は フ ィ ル
タ Ｆ よ り 上 流 側 で イ ン ク 流 入 路 で あ る イ ン ク パ イ プ ７ ａ ～ ７ ｄ に 連 通 し て い る こ と か ら 、
イ ン ク が フ ィ ル タ Ｆ を 何 度 も 通 過 し 、 確 実 に イ ン ク か ら 異 物 を 取 り 除 く こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ま た 、 本 実 施 の 形 態 に お い て は 、 イ ン ク パ イ プ ８ ａ ， ８ ｂ は イ ン ク パ イ プ ７ ａ ～ ７ ｄ に
連 通 す る よ う に イ ン ク 収 容 部 で あ る イ ン ク タ ン ク ３ に 接 続 さ れ て い る こ と か ら 、 簡 単 な 構
成 で イ ン ク の 不 吐 出 の 発 生 を 確 実 に 抑 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ま た 、 本 実 施 の 形 態 に お い て は 、 イ ン ク 流 入 路 と し て 機 能 す る イ ン ク 流 通 室 ６ ａ と イ ン
ク 流 出 路 と し て 機 能 す る イ ン ク 流 通 室 ６ ｂ と を 内 蔵 す る フ ィ ル タ 部 ６ を 備 え 、 流 入 フ ィ ル
タ Ｆ ａ は 、 イ ン ク 流 入 路 と し て 機 能 す る イ ン ク 流 通 室 ６ ａ に 設 け ら れ て お り 、 流 出 フ ィ ル
タ Ｆ ｂ は 、 イ ン ク 流 出 路 と し て 機 能 す る イ ン ク 流 通 室 ６ ｂ に 設 け ら れ て い る こ と か ら 、 フ
ィ ル タ Ｆ ａ ， Ｆ ｂ の 着 脱 を 容 易 に 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 本 発 明 の 第 二 の 実 施 の 形 態 を 図 ５ 及 び 図 ６ に 基 づ い て 説 明 す る 。 図 ５ は 本 実 施 の 形 態 の
イ ン ク ジ ェ ッ ト 装 置 に お け る イ ン ク 流 路 を 概 略 的 に 示 す 説 明 図 、 図 ６ は フ ィ ル タ 部 の 内 部
構 造 を 概 略 的 に 示 す 縦 断 側 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 本 実 施 の 形 態 の 基 本 的 構 成 は 第 一 の 実 施 の 形 態 と 略 同 じ で あ り 、 こ こ で は 、 第 一 の 実 施
の 形 態 と の 相 違 点 に つ い て 説 明 す る 。 な お 、 同 一 部 分 は 同 一 符 号 で 示 し 、 そ の 説 明 も 省 略
す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 フ ィ ル タ 部 ３ ０ に は 、 フ ィ ル タ Ｆ が 一 部 を 形 成 す る イ ン ク 流 通 室 ３ ０ ａ と 、 こ の イ ン ク
流 通 室 ３ ０ ａ に 流 入 フ ィ ル タ Ｆ ａ を 介 し て 対 向 し 流 入 フ ィ ル タ Ｆ ａ が 一 部 を 形 成 す る イ ン
ク 流 通 室 ３ ０ ｂ と 、 イ ン ク 流 通 室 ３ ０ ａ に 流 出 フ ィ ル タ Ｆ ｂ を 介 し て 対 向 し 流 出 フ ィ ル タ
Ｆ ｂ が 一 部 を 形 成 す る イ ン ク 流 通 室 ３ ０ ｃ と が 設 け ら れ て い る 。 な お 、 イ ン ク 流 通 室 ３ ０
ａ 及 び イ ン ク 流 通 室 ３ ０ ｂ は 、 イ ン ク タ ン ク ３ か ら イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド ２ に 流 入 す る イ
ン ク が 流 れ る イ ン ク 流 入 路 と し て 機 能 し 、 イ ン ク 流 通 室 ３ ０ ａ 及 び イ ン ク 流 通 室 ３ ０ ｃ は
、 イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド ２ か ら 流 出 し た イ ン ク が 流 れ る イ ン ク 流 出 路 と し て 機 能 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 イ ン ク 流 通 室 ３ ０ ａ に は 、 イ ン ク パ イ プ ７ ｃ に 接 続 さ れ 送 液 ポ ン プ ４ に よ り 供 給 さ れ た
イ ン ク が 流 入 す る 流 入 開 口 部 ３ １ が 設 け ら れ て い る 。 こ の 流 入 開 口 部 ３ １ は 、 流 入 フ ィ ル
タ Ｆ ａ に 対 向 す る 位 置 に 配 置 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 流 入 開 口 部 ３ １ か ら 流 入 し た イ ン
ク は 流 入 フ ィ ル タ Ｆ ａ に 向 か っ て 流 れ る た め 、 流 出 フ ィ ル タ Ｆ ｂ 側 に 流 れ る こ と を 抑 え る
こ と が で き る 。 イ ン ク 流 通 室 ３ ０ ｂ に は 、 イ ン ク パ イ プ ７ ｄ に 接 続 さ れ 流 入 フ ィ ル タ Ｆ ａ
を 通 過 し た イ ン ク が 流 出 す る 流 出 開 口 部 ３ ２ が 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 イ ン ク 流 通 室 ３ ０
ｃ に は 、 イ ン ク パ イ プ ８ ａ に 接 続 さ れ イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド ２ か ら 流 出 し た イ ン ク が 流 入
す る 流 入 開 口 部 ３ ３ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 こ の よ う な 構 成 に お い て 、 イ ン ク ジ ェ ッ ト 装 置 １ が イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド ２ の 内 部 に イ
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ン ク タ ン ク ３ か ら イ ン ク を 充 填 す る 際 の 動 作 に つ い て 説 明 す る 。 ま ず 、 イ ン ク ジ ェ ッ ト 装
置 １ は 、 切 替 弁 １ ３ を 駆 動 制 御 す る こ と に よ っ て イ ン ク 貯 留 部 ５ を 非 大 気 開 放 状 態 に す る
。 次 に 、 例 え ば 、 初 期 充 填 動 作 で は 、 送 液 ポ ン プ ４ を 駆 動 制 御 す る こ と で 、 イ ン ク ジ ェ ッ
ト ヘ ッ ド ２ の 内 部 の 角 形 状 付 近 に 空 気 溜 ま り を 形 成 し な い よ う に 、 ま た 、 濡 れ 性 が 均 一 に
な る よ う に 低 速 で ゆ っ く り イ ン ク を 流 す 。 所 定 時 間 後 、 例 え ば イ ン ク が イ ン ク 流 路 を 一 巡
し た 後 、 イ ン ク 循 環 動 作 で は 、 送 液 ポ ン プ ４ を 駆 動 制 御 す る こ と で 、 高 速 で イ ン ク を 流 し
、 イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド ２ の 内 部 に 残 留 し た 気 泡 を 押 し 出 す 。 こ こ で 、 送 液 ポ ン プ ４ は 、
イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド ２ の ノ ズ ル ９ か ら イ ン ク が 漏 れ 出 さ な い よ う に 駆 動 制 御 さ れ て い る
。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 こ の と き 、 イ ン ク タ ン ク ３ 内 の イ ン ク は 、 送 液 ポ ン プ ４ の 駆 動 に よ り イ ン ク パ イ プ ７ ａ
～ ７ ｄ 、 イ ン ク 貯 留 部 ５ 及 び フ ィ ル タ 部 ３ ０ を 通 り 、 イ ン ク 流 入 口 １ ０ か ら イ ン ク ジ ェ ッ
ト ヘ ッ ド ２ の 内 部 に 流 入 す る 。 こ こ で 、 フ ィ ル タ 部 ３ ０ の 流 入 開 口 部 ３ １ か ら そ の イ ン ク
流 通 室 ３ ０ ａ に 流 入 し た イ ン ク は 、 イ ン ク 流 通 室 ３ ０ ａ の 一 部 を 形 成 す る 流 入 フ ィ ル タ Ｆ
ａ を 通 過 し 、 イ ン ク 流 通 室 ３ ０ ｂ を 通 っ て 、 そ の 流 出 開 口 部 ３ ２ か ら 流 出 す る 。 こ の と き
、 イ ン ク は 流 入 フ ィ ル タ Ｆ ａ に よ り 濾 過 さ れ 、 イ ン ク か ら 異 物 が 取 り 除 か れ る 。 な お 、 流
出 フ ィ ル タ Ｆ ｂ の 濡 れ 性 は 低 い た め 、 イ ン ク 流 通 室 ３ ０ ａ に 流 入 し た イ ン ク は 、 流 出 フ ィ
ル タ Ｆ ｂ 側 に ほ と ん ど 流 れ ず に 流 入 フ ィ ル タ Ｆ ａ を 通 過 し て い く こ と に な る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド ２ の 内 部 に 流 入 し た イ ン ク は 、 イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド ２ の 内 部 を
通 過 し て イ ン ク 流 出 口 １ １ か ら 流 出 し 、 イ ン ク パ イ プ ８ ａ を 通 っ て 流 入 開 口 部 ３ ３ か ら フ
ィ ル タ 部 ３ ０ の イ ン ク 流 通 室 ３ ０ ｃ に 流 入 す る 。 こ こ で 、 フ ィ ル タ 部 ３ ０ の 流 入 開 口 部 ３
３ か ら イ ン ク 流 通 室 ３ ０ ｃ に 流 入 し た イ ン ク は 、 流 出 フ ィ ル タ Ｆ ｂ を 通 過 し 、 イ ン ク 流 通
室 ３ ０ ａ に 流 入 す る 。 そ し て 、 イ ン ク 流 通 室 ３ ０ ａ に 流 入 し た イ ン ク は 、 再 び 流 入 フ ィ ル
タ Ｆ ａ 及 び イ ン ク 流 通 室 ３ ０ ｂ を 通 過 し て 、 イ ン ク パ イ プ ７ ｄ を 通 り イ ン ク 流 入 口 １ ０ か
ら イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド ２ の 内 部 に 流 入 す る 。 こ れ に よ り 、 イ ン ク タ ン ク ３ か ら 供 給 さ れ
る イ ン ク は 、 イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド ２ の 内 部 を 含 む イ ン ク 流 路 を 循 環 す る こ と に な る 。 な
お 、 イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド ２ の 内 部 に 流 入 し た イ ン ク は 、 イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド ２ の 内 部
を ほ ぼ 端 か ら 端 ま で 流 れ る よ う に 通 過 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 こ の よ う に イ ン ク が イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド ２ の 内 部 を 流 れ て 通 過 す る た め 、 イ ン ク ジ ェ
ッ ト ヘ ッ ド ２ の 内 部 に 存 在 す る 気 泡 は イ ン ク と 共 に そ の 外 部 に 移 動 す る の で 、 簡 単 な 構 成
で イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド ２ の 内 部 に 存 在 す る 気 泡 を 除 去 し 、 イ ン ク の 不 吐 出 の 発 生 を 確 実
に 抑 え る こ と が で き る 。 ま た 、 イ ン ク を 循 環 さ せ て 使 用 す る こ と に よ っ て 、 イ ン ク 消 費 を
抑 え 、 低 コ ス ト を 実 現 す る こ と が で き る 。 な お 、 本 実 施 の 形 態 に お い て は 、 第 一 の 実 施 の
形 態 と 同 様 の 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 ま た 、 本 実 施 の 形 態 に お い て は 、 イ ン ク 流 入 路 と し て 機 能 す る イ ン ク 流 通 室 ３ ０ ａ ， ３
０ ｂ と こ の イ ン ク 流 通 室 ３ ０ ａ に 連 通 し て イ ン ク 流 出 路 と し て 機 能 す る イ ン ク 流 通 室 ３ ０
ｃ と を 内 蔵 す る フ ィ ル タ 部 ３ ０ を 備 え 、 流 入 フ ィ ル タ Ｆ ａ は 、 イ ン ク 流 入 路 と し て 機 能 す
る イ ン ク 流 通 室 ３ ０ ａ ， ３ ０ ｂ に 設 け ら れ て お り 、 流 出 フ ィ ル タ Ｆ ｂ は 、 イ ン ク 流 出 路 と
し て 機 能 す る イ ン ク 流 通 室 ３ ０ ｃ に 設 け ら れ て い る こ と か ら 、 フ ィ ル タ Ｆ ａ ， Ｆ ｂ の 着 脱
を 容 易 に 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 本 発 明 の 第 三 の 実 施 の 形 態 を 図 ７ に 基 づ い て 説 明 す る 。 図 ７ は フ ィ ル タ 部 の 内 部 構 造 を
概 略 的 に 示 す 縦 断 側 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 本 実 施 の 形 態 の 基 本 的 構 成 は 第 二 の 実 施 の 形 態 と 略 同 じ で あ り 、 こ こ で は 、 第 二 の 実 施
の 形 態 と の 相 違 点 に つ い て 説 明 す る 。 な お 、 同 一 部 分 は 同 一 符 号 で 示 し 、 そ の 説 明 も 省 略
す る 。
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【 ０ ０ ４ ４ 】
　 フ ィ ル タ 部 ４ ０ は 、 流 出 フ ィ ル タ Ｆ ｂ を 通 過 し た 気 泡 を 貯 め る 気 泡 室 ４ １ を 内 蔵 し て い
る 。 こ の 気 泡 室 ４ １ は 、 流 出 フ ィ ル タ Ｆ ｂ の 上 方 に 位 置 付 け ら れ て フ ィ ル タ 部 ４ ０ の 上 部
に 設 け ら れ て い る 。 こ こ で 、 フ ィ ル タ 部 ４ ０ に は 、 気 泡 室 ４ １ に 貯 ま っ た 気 泡 、 す な わ ち
気 体 で あ る 空 気 を 外 部 に 出 す た め の 気 泡 抜 き 機 構 （ 図 示 せ ず ） を 設 け て も 良 い 。 こ の 気 泡
抜 き 機 構 は 、 例 え ば 、 フ ィ ル タ 部 ４ ０ と そ の 外 部 と を 連 通 す る パ イ プ や パ イ プ の 連 通 状 態
を 切 り 替 え る 切 替 弁 等 に よ り 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 こ の よ う な 構 成 に お い て 、 第 二 の 実 施 の 形 態 と 同 様 に イ ン ク が イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド ２
の 内 部 を 通 過 し て フ ィ ル タ 部 ４ ０ の イ ン ク 流 通 室 ３ ０ ｃ に 流 入 す る 場 合 に は 、 イ ン ク ジ ェ
ッ ト ヘ ッ ド ２ の 内 部 に 存 在 す る 気 泡 は イ ン ク と 共 に フ ィ ル タ 部 ４ ０ の イ ン ク 流 通 室 ３ ０ ｃ
に 流 入 し 、 流 出 フ ィ ル タ Ｆ ｂ を 通 過 し て 気 泡 室 ４ １ に 移 動 す る 。 イ ン ク が イ ン ク ジ ェ ッ ト
ヘ ッ ド ２ の 内 部 を 循 環 す る と 、 気 泡 室 ４ １ に は 、 徐 々 に 気 泡 が 貯 め ら れ て い く 。 こ の よ う
に 気 泡 を 一 箇 所 に 貯 め て お く こ と が 可 能 に な る た め 、 気 泡 の 広 が り を 防 止 し 、 安 定 し て イ
ン ク を 供 給 す る こ と が で き る 。 な お 、 フ ィ ル タ 部 ４ ０ に 気 泡 抜 き 機 構 を 設 け た 場 合 に は 、
所 定 の タ イ ミ ン グ で 気 泡 抜 き 機 構 に よ り 気 泡 室 ４ １ に 貯 ま っ た 気 泡 、 す な わ ち 空 気 を フ ィ
ル タ 部 ４ ０ の 外 部 に 出 す こ と が で き る 。 ま た 、 本 実 施 の 形 態 に お い て は 、 第 二 の 実 施 の 形
態 と 同 様 の 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 な お 、 各 実 施 の 形 態 に お い て は 、 流 入 フ ィ ル タ Ｆ ａ は 複 数 の 貫 通 孔 Ｋ １ を 有 す る フ ィ ル
タ で あ り 、 流 出 フ ィ ル タ Ｆ ｂ も 複 数 の 貫 通 孔 Ｋ ２ を 有 す る フ ィ ル タ で あ る こ と か ら 、 確 実
に イ ン ク か ら 異 物 を 取 り 除 く こ と が で き 、 さ ら に 、 貫 通 孔 Ｋ １ ， Ｋ ２ の 孔 径 等 を 変 え る こ
と で 容 易 に フ ィ ル タ Ｆ ａ ， Ｆ ｂ の 特 性 を 変 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 ま た 、 各 実 施 の 形 態 に お い て は 、 流 入 フ ィ ル タ Ｆ ａ の 貫 通 孔 Ｋ １ は 、 流 出 フ ィ ル タ Ｆ ｂ
の 貫 通 孔 Ｋ ２ よ り も 小 さ く 形 成 さ れ て お り 、 流 入 フ ィ ル タ Ｆ ａ は 、 流 出 フ ィ ル タ Ｆ ｂ よ り
開 口 率 が 高 い フ ィ ル タ で あ る こ と か ら 、 流 入 フ ィ ル タ Ｆ に よ り 良 好 に イ ン ク か ら 異 物 を 除
去 す る こ と が で き 、 さ ら に 、 流 出 フ ィ ル タ Ｆ ｂ に よ り イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド ２ の 内 部 か ら
移 動 し て く る 気 泡 は 良 好 に 流 出 フ ィ ル タ Ｆ ｂ を 通 過 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 ま た 、 各 実 施 の 形 態 に お い て は 、 フ ィ ル タ Ｆ は イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド ２ の 上 方 に 位 置 付
け ら れ て い る こ と か ら 、 イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド ２ の 内 部 に 残 留 す る 気 泡 は イ ン ク に よ る 押
圧 力 だ け で は な く 、 浮 力 に よ っ て も イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド ２ の 外 部 に 移 動 す る た め 、 イ ン
ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド ２ の 内 部 に 存 在 す る 気 泡 を よ り 確 実 に 除 去 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 ま た 、 各 実 施 の 形 態 に お い て は 、 流 入 フ ィ ル タ Ｆ ａ と 流 出 フ ィ ル タ Ｆ ｂ と は フ ィ ル タ Ｆ
と し て 一 体 に 形 成 さ れ て い る こ と か ら 、 イ ン ク パ イ プ ７ ａ ～ ７ ｄ と イ ン ク パ イ プ ８ ａ ， ８
ｂ と に そ れ ぞ れ フ ィ ル タ Ｆ ａ ， Ｆ ｂ を 設 け る 場 合 に 比 べ 、 コ ス ト を 抑 え る こ と が で き る 。
さ ら に 、 フ ィ ル タ 部 ６ に 対 す る フ ィ ル タ Ｆ の 取 付 作 業 が 容 易 に な る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 ま た 、 各 実 施 の 形 態 に お い て は 、 フ ィ ル タ Ｆ は 水 平 に 設 け ら れ て い る が 、 こ れ に 限 る も
の で は な く 、 例 え ば フ ィ ル タ Ｆ は 水 平 面 に 対 し 傾 け て 設 け ら れ て い て も 良 い 。 こ の 場 合 に
は 、 イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド ２ の 内 部 か ら 移 動 し て く る 気 泡 は フ ィ ル タ Ｆ の 外 周 の 一 部 に 案
内 さ れ て 集 め ら れ る た め 、 気 泡 の 広 が り を 防 止 し 、 安 定 し て イ ン ク を 供 給 す る こ と が で き
る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ １ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 一 の 実 施 の 形 態 の イ ン ク ジ ェ ッ ト 装 置 に お け る イ ン ク 流 路 を 概 略 的 に
示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 第 一 の 実 施 の 形 態 の フ ィ ル タ 部 の 内 部 構 造 を 概 略 的 に 示 す 縦 断 側 面 図 で
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あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 一 の 実 施 の 形 態 の フ ィ ル タ を 概 略 的 に 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 一 の 実 施 の 形 態 の イ ン ク ジ ェ ッ ト 装 置 が 備 え る 各 部 の 電 気 的 接 続 を 概
略 的 に 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 第 二 の 実 施 の 形 態 の イ ン ク ジ ェ ッ ト 装 置 に お け る イ ン ク 流 路 を 概 略 的 に
示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 第 二 の 実 施 の 形 態 の フ ィ ル タ 部 の 内 部 構 造 を 概 略 的 に 示 す 縦 断 側 面 図 で
あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 第 三 の 実 施 の 形 態 の フ ィ ル タ 部 の 内 部 構 造 を 概 略 的 に 示 す 縦 断 側 面 図 で
あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 １ 　 　 　 　 　 　 　 　 イ ン ク ジ ェ ッ ト 装 置
　 ２ 　 　 　 　 　 　 　 　 イ ン ク ジ ェ ッ ト ヘ ッ ド
　 ３ 　 　 　 　 　 　 　 　 イ ン ク 収 容 部 （ イ ン ク タ ン ク ）
　 ４ 　 　 　 　 　 　 　 　 流 入 駆 動 部 （ 送 液 ポ ン プ ）
　 ５ ， ７ ａ ～ ７ ｄ 　 　 イ ン ク 流 入 路 （ イ ン ク 貯 留 部 、 イ ン ク パ イ プ ）
　 ８ ａ ～ ８ ｃ 　 　 　 　 イ ン ク 流 出 路 （ イ ン ク パ イ プ ）
　 ９ 　 　 　 　 　 　 　 　 ノ ズ ル
　 ６ 　 　 　 　 　 　 　 　 フ ィ ル タ 部
　 ６ ａ 　 　 　 　 　 　 　 イ ン ク 流 通 室
　 ６ ｂ 　 　 　 　 　 　 　 イ ン ク 流 通 室
　 ３ ０ 　 　 　 　 　 　 　 フ ィ ル タ 部
　 ３ ０ ａ 　 　 　 　 　 　 イ ン ク 流 通 室
　 ３ ０ ｂ 　 　 　 　 　 　 イ ン ク 流 通 室
　 ３ ０ ｃ 　 　 　 　 　 　 イ ン ク 流 通 室
　 ４ ０ 　 　 　 　 　 　 　 フ ィ ル タ 部
　 ４ １ 　 　 　 　 　 　 　 気 泡 室
　 Ｆ ａ 　 　 　 　 　 　 　 流 入 フ ィ ル タ
　 Ｆ ｂ 　 　 　 　 　 　 　 流 出 フ ィ ル タ
　 Ｋ １ 　 　 　 　 　 　 　 貫 通 孔
　 Ｋ ２ 　 　 　 　 　 　 　 貫 通 孔
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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